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北大水産業報
25(1)， 47-54. 1974. 

1971年から 1972年の冬季におけるプリビロフ諸島北西水域のニシンの

年令組成と底曳網による漁撞量の時刻変化について*

高橋豊美林・今回光夫***

On the Age Composition and the Hour1y Changes of the Catch of the 

Herring by the Trawl Net in the Northwestern Sea Area of 

the Pribilof Islands in the 1971/1972 Winter 

Toyomi TAKAHASHI** and Mituo KONDA*** 

Abstract 

In出isP晶，per，on the b品目isof information obtained fromもheme闘 uremen旬。f
6650 samples of herring， Clupea pallasi (Cuvier 晶ndValenciennes)， and the 
G乱tchfor each series of位letrawl net oper品七ioninもhenorも.hwesもernsea area of 
the Pribilof Isl乱ndsin仕le 1971/1972 winter， the authors studied their age 
composition，品ndthe hourly changes ofもhecatch. The materials were collecぬd
on the commercial boat“Akevono Maru No. 71" and“Akevono Maru No. 72" 
from November 1971 to January 1972. The results obtained are summarized晶S

follows: 
1) The samples were mainly ∞mpo唱edof fish of age 5 and age 9 occurred 

inもherelative warm year， fish of age 4 occurred in the cold year were few in 
number. The qu品ntitativefluctu抗 ion晶mongthe year.class groups is reason-
晶，blydue to the annual vari抗ionof the w抗ertemperature in七heyear when they 

were occurred. 
2) Rem品rkablechanges of the口抗日hr叫ioof the adulもherringwere observed 

for one day. These changes suggest characteris七icsof diurn乱1changes in the 
density of disもributionof the herring on the bo批omlayer. 

The catch ratio respectively increased from 10 o'clockもo12 o'clock and 
企om06 o'clock to 08 o'clock in the lat七erhalf of November and all December. 
As a rule， the catch ratio remarkably decreased from 11 o'clock to 13 o'clock， and 
位leoccurrence frequency of the empty stomach decre拙 edremarkably抗 the
帥 metime. 

This suggesもsa decrease in the density of distribution of the adul七herring
on the bottom layer in connection wi七hU伺，dingactivity. 

緒言

ベーリング海東部海域における冬季ニシンの漁獲はソピエト連邦がプリピロフ諸島の北西水域で

1961年に始めたが，りのわが国では 1968年より商業的規模の冬季ニシン漁業を行なっている。ベ【

キ本研究の一部は昭和47年 10月，日本水産学会で講演発表した。

紳北海道大学水産学部漁場学講座
(Laborat，併'Y01 F正8herie8Eool句Y，Faculty 01 Fi8heri，ω， Hokkaido U叫iver8ity)

紳*元北海道大学水産学部漁場学講座
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リング海の底魚調査要報りのりによれば， わが国における当水域のニシンの年間漁獲量は 1969年

(1968 年 11 月 ~1969 年 10 月)では 4.5 万トン， 1970年および 1971年ではそれぞれ 2.4万トンで，

そのうち 9196以上が 11月から 3月までにスタン・トロ-)レによって漁獲されている。

当水域は主としてヌニヴァック島周辺の浅海部，アラスカ半島の諸湾，およびブリストル湾の北東

部等で産卵するニシンの越冬水域であると言われているが 1)勾り ζのニシンの資源量に影響を及ぼ

す要因については知見がなく，また 1昼夜における漁獲量の時刻変化についての報告も極めて少ない。

著者らは 1971年から 1972年の冬季κトロール船11::乗船して資料の収集を行ない，その際K得られ

たニシンの年令組成を求め，各年級魚の出現頻度と発生年の水温状況を対比した。また 1昼夜におけ

る漁獲量の変化を求め，乙れと摂餌行動との関係、についても検討を加え，若干の知見を得たので報告

する。

本研究に当り終始御指導を賜った本学部上野元一助教授，前田辰昭助教授， ならびに有益な御助言

と御意見を賜った本学部辻田時美教授，久新健一郎教授，島崎健二助手K対し厚く感謝する。また試

料の採集ならびに提供など種々の御協力をいただいた日魯漁業株式会社北方トロール部長越智善之氏，

および第 71あけぼの丸と第 72あけぼの丸乗組員各位K対し，心からお礼を申し上げる。

試料および方法

標本は Fig.1 f乙示すように 1971年 11月から 1972年 1月までブリピロフ諸島の北西水域(水深

114~138m) においてトロール船の底曳網によって得られたものである。ぞれらは隔日に 1度 1 回

の曳網による漁獲物から約300尾を無作為Ir.採集して体長(尾叉長)を計測し，そのうち 100尾につ

いては採鱗および生物測定を， 40尾については胃内容物の測定を行なった。年令は 1972年春の満年

令で示した。 l昼夜における漁獲量の変化は 1日毎に各操業時毎の 1時間曳網当り漁獲量を 1日平均

176・ 174・
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170・w

N 
60・

59・

BERING SEA 
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Fig. 1. Sea area of the tr晶，wln針。perationand sampling st抗ionfor the herring in th白
northwes七ern自帥品reaof the Pribilof Islands from November 1971もoJ組 閣ry1972. 

0: Sea area of theもr品wInet operation 0: SampIing station 
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の1時間曳網当り漁獲量で割った値(漁獲比率)を単位持聞に区分し， さらに乙の方法によって求め

た1日毎の資料を一緒Iとして各時刻毎の漁獲比率の平均値を算出して表現する方法7)を用いた。なお

漁獲されたニシンは商業規格に従って魚体の大きさ毎I己分けているが，小型のグループを除くとほぼ

年令4年以上であり，その成熟度指数(性殖腺重量x102j体重ー性殖腺重量)は雌では 2-11.雄では

9-25であったので ζれを成魚として扱った。

結果および考察

年令組成 Fig. 2は 1971年 11月22日より 1972年1月9日までに得た標本の年令，および体長

組成を示している。年令は 2-12年にわたっているが 5年魚が約 4296を占めて最も多く 6年魚

が約 1696. 9年魚が約 1496となっている。 2-4年魚は少なく， それぞれ 296以下であった。 乙の

ため体長組成では 5年魚が主体となっている 25-27cmIL顕著なモ{ドが認められ，また 9年魚が中
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Fig. 2. Composition of the age-groups and the fork length ofぬeherring caught in也e
northwes初回目eaare岨， of the Pribilof Islands台。ml抗eNovember 1971ωe品，rly
January 1972. 
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心ととZっている 30-32cmの割合も比較的高かった。

ζ乙で卓越している 5年魚と 9年魚はそれぞれ 1967年と 1963年に発生した年級群であるが， ζの

両年は前田の報告のによると， ともにベーリング海の水温が比較的高温な年K 当っている。また出

現頻度の低い 4年魚は 1968年の低温な年に発生した年級群である。 ζの現象はオホーツク海のニシ

ンの場合にも見られており，りまたベーリング海東部のロスケガレイについても指摘されているよう

に.10)発生年の水温の高低が当水域におけるニシンの年級群の数量変動の要因として大きく影響して

いるものと推察される。乙の乙とは資源の数量変動を知る上からも重要な手がかりとして指摘すると.

とができょう。

底曳網による漁獲量の時刻変化 Fig.3.および Fig.4はそれぞれ 11月後半と 12月全般におい

て1日に 4-9回操業が行なわれた際 1日毎K各網毎の曳網時刻(投網終了から揚網開始まで) と

成魚の漁獲比率(各操業時の 1時間曳網当り漁獲量/1日平均の 1時間曳網当り漁獲量) との関係を

示している。 ζれら各網毎の漁獲比率を 1時間毎に区分して各時刻毎tとその平均値を示したものが

Fig. 5 (11月後半).および Fig.6 (12月)である。各時刻における漁獲比率の組成は正規分布を示

さず，また比率が0の場合もあったので漁獲比率 (Cr)をLog(Cr+1)に変換して計算した。 このた

め Fig.5.および Fig.6の縦軸は Log(Cr+1)で表わしたが， 実際の値 (Cr)も付け加えた。なお

漁獲比率の平均値は 11月後半では 6-14.12月では 8-22の標本数より求めた。

Fig.5から 11月後半における成魚の漁獲変化をみると .10時より 12時まで急激な上昇を示し，

12時より 13時までに急激に低下するが.13時より 10時まではほとんど変化が認められなかった。

また 12月 (Fig.6)では 06時より 08時まで急激に上昇しており，随時より 11時まではほとんど

変化がなく .11時から 12時にかけて急激に低下する傾向が認められた。さらに 12時より 06時まで

は幾分不規則となっているが，漁獲比率は比較的低く平均値以下であった。漁獲比率の著るしい時刻

変化は Fig.3.および Fig.4 K示したように 1日のうちでも前述のような漁獲変化が認められる ζ

とから，底層におけるニシン成魚の分布密度が日周的K変化することによる結果と判断される。以上

から底層におけるニシン成魚の分布密度は 11月後半には 10-12時 12月では 06-随時に急激に

上昇するが，一般に 11時より 13時までに急激に低下する ζ とが推察される。

次KFig. 7は11月 22日より 1月 25日までに採集した成魚の摂餌量指数(胃内容物の湿重量

x102/体重)持お戎を半月毎K示したものである。 11月後半より 12月後半での空胃率は 50-28%で

あり，摂餌量指数が1.1以上の標本も 2-30%認められた ζ とから， ζの期間は摂餌が行なわれてい

20 2.0 

2. 
2.0 

N 0 v. I 5 

0

0

 

4

2

 

{
L
U
}

。

2.0 
23 

u 

24 

n

u

n

v

n

v

n

V

 

4

2

4

2

 

)
o
-』
o
z
z
o↑
F
O
U

26 

内

U

A

U

4

2

 

Z
O
L
P
U
U
 

24 

2.0 2.0 27 

。0040812 162024 00040812 162024 

Time 01 the Day 

000408 12 16 2024 00040812 162024 

Time al the Day 

Fig. 3. Relation betweenもhecatch ratio of位路島dul色herringand the time for e品ch
自eri倒 of七hetrawl net operations in七helatter h晶，lfof November. 

O.P.U.E. for each series ofぬ.etr品，wlnet operation 
Caもchraも.

Mゐanof C.P.U.E. e命日hday 

-50 -



高橋・今回: プリピロフ諸島北西水域の=シン

'
t
e
p

‘，， 
0
 

2
 

0・c.1

2.0 

2.0 

で2.0
u 

nu》.

n

4

2

 

。一』
U
E

£ 

" ・-2.0 
0 

(J 

6.0 

4ο 

2.0 

2.0 

0004 08 12 1620 24 0004 08 12 16 2024 

Time of the 0 αy 

D ・c.t 4 

4.0 

2.0 

4.0 

2.0 
L 

にJ、..8.0 。
工6.0。
n:: 4.0 

..c 2.0 

" 

2.0 

2.Q 
20 

4.0 

2.0 

4.0 

2.0 

4.0 

23 2.0 

27 

2. 

4.0 

2。 31 

00040812162024 00040812162024 

Fig. 4. Relation b凶weenthe catch ratio ofもheadulもhe町泊.gand the time for e品。h
seri凶 ofもhe位晶，wlneもoperationsin all December. 

Time of the Oay 

0.5 
2.0 

‘帽

u 1.5斗 0.4 
。

吋ド・。
+ 0.3 Eビ 1.0
‘ーu 

.c 
U 

0> 
4回・

~0.2 o 

u 0.5 

0.1 

O.OJ 0.0 

00 02 04 06 0ト10 12 14 116 18 20 22 24 

Sun Rise Sun Set 

Time of fhe Day 

Fig. 5. Sequential changes of the meanω，tch ratio eachもimeof the day for the晶dul色
herr泊gin the latもerhalf of November. 

-51ー



( 

.... 
ιコ
..:. 1.5-1 
。
-ー
4ド・。
区1.0

.c 
巳』

4ド・

U 

ι) 0.5 

0.0 

北大水産業報 25(1). 1974. 

0.4 

-1-0.3 
‘ーu 

亡"。0.2
J 

0.1 

0.0 
000204060110121411618202224 

Sun Rise Sun Set 

Time of the Day 

Fig. 6. Sequential ch畠nge倒Sof the mean c晶tchra此出七“ioea 
herring in 晶叫IIDecember. 

100 

80 

) { 、‘'、'‘ 

，.. 
~ 60 
世

ヨ
c" 
世

主 40

20 

O 

Nov.22句 30Dec. 2-14 Dec.16-30 Jan.I-15 Jan.25 

Ncl 9 6 N・2<1 9 N・278 N・282 N.95 

亡コ 1~2~3 慰留4 _5  

Fig. 7. Composition ofぬefeeding index (weight of前omachcon加n旬 XlO"/body
weight) ofぬe晶dulもherring. (1): Empも'y(2): Less than 0.1 (3): 0.2-1.0 (4): 
1.1-3.0 (5): More than 3.1 

- 52-



高橋・今回: プリピロフ諸島北西水域のニシン

{
J
f
)
 ..c 
o 100 
ロ

E 
D 

トー0-<

ト一一四一-0--ー----<

ω80 

間

〉、

..... 
a. 

ε60 
w 
句~

o 
>- 40 
ιふ
E 

Q) 

=ョ
0" 20 
。3
』

u. 

O 

トー一一ーベコ一一一ー叶

トー0一寸

トーー一ーー0-司ーー干ー... 

声Q非-1

I-Cγー吋

'ベ〉吋
ト一一一ー-0一一ーー唱

←-0ーー吋

08 09 10 1 1 12 13 14 15 16 17 
T i m e of t h e Dロy

Fig.8. Rel晶，tionbeも，weenぬ.eoccurrence企equencyof七heempty stomach of the adult 
herring and the time for each series of the trawl neもoperations企omthe latter 
h晶，lfof November toもhelat句rhalf of December. 
トー1: Time of出e七，rawlnet operation 
o Mediumもimeof the tr品，wlnet operation 

るものと判断した。

また Fig.8は 11月 22日より 12月30日までに標本の採集を行なった各操業時の曳網時刻とそれ

ぞれの網でとられた成魚における空胃の出現頻度との関係を示している。空胃率はlO-l1時頃では

高いが(約 60-95%)，その後 13時頃まで急激11:低下する傾向が認められ， 16時頃では 5%程度と

なっていた。 ζのζ とから摂餌は 11時頃から 13時頃に始まったものと判断されるが， 乙の時刻は

漁獲比率が急激に低下する時刻とほぼ一致する ζ とから，底層におけるニシン成魚の分布密度が急激

に低下する現象は摂餌行動と関連があるものと推察される。

以上に述べたような底層におけるニシンの分布密度の急激な変化はニシンの鉛直的な移動によるも

のか，または底層におけるニシンの集合，および拡散の結果であるかは明らかではないが， ζれに関

してシャポネエフ勾は音響涼IJ深機等による観察から当水域のニシンは冬季問のうち 12月には明確な

鉛直移動を行ない，通常06-08時より 14-15時までは底層に分布し，夜間は海底より 30m，ある

いはそれ以上の高さまで達するとし， またタナエフ11) は日照時間内 ω6-08時より 14-18時)に

は海底より 1-5mの高きのところから 5-30mの層に群を形成し，夜間には 30-70mと広がり，

密度がうすくなると述べている。ドウドニクら 1)， およびリパノフら 1りもほぼ同様に日中には底層

K分布する乙とを報告している乙とから， 11時より 13時の聞に見られる底層におけるニシン成魚の

分布密度が急激に低下する現象は鉛直的には小さなもので，主として底層内における魚群の拡散の結

果によるものとも考えられるが，今後，魚群探知機などの記録を併せ用いて明らかにしてゆきたい。

要 約

1971年 11月から 1972年1月までにトロ{ル船の底曳網によって得られた試料K基づき， ブリピ

ロフ諸島北西水域における冬季ニシンの年令組成を求め，各年級魚の出現頻度と発生年の水温状況を
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対比した。さらに底曳網による漁獲量の時刻変化を吟味し， ζれと摂餌行動との関係について検討し

Tこ。

1) 年令組成は 2-12年にわたっていたが， その中で比較的高温な年に当る 1967年と 1963年の

年級魚が多く (5年魚が約 42%. 9年魚が約 14%). また低温年であった 1968年生れの 4年魚の占

める割合が少なかった(約 2%)ζ とから，発生年の水温の高低が当水域のニシンの年級群の数量

変動の要因として大きく影響していると推察される。

2) 11月後半，および 12月における成魚の漁獲はそれぞれ 10-12時，および06-08時に上昇し，

一般に 11時より 13時までに急激に低下した。 ζれら漁獲量の急激な変化は底層におけるニシンの分

布密度が日周的に変化するためと考えちれる。

3) 漁獲比率が低下した時刻と空胃の出現頻度が低下した時刻とがほぼ同時刻である ζ とから，底

層におけるニシン成魚の分布密度が急激に低下する現象は摂餌と関連があると推察される。
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